
























































































イ ス ィ ク（Karel Teissig, 1925-2000） の
「コラージュ」の技法の割合がチェコスロ
ヴァキア映画ポスター全体におけるコラー
ジュ技法の割合よりも高くなっていることが
わかった。そこで，タイスィクのコラージュ
を使ったポスター30枚を，「写真」，「絵」，
「テクスチャ」を用いたコラージュ【単体型】
と，「テクスチャと写真」，「テクスチャと絵」，
「写真と絵とテクスチャ」，「写真と絵」，を用
いたコラージュ【複合型】に分類し，年間の
コラージュの種類と枚数をあらわすグラフを
作成した。そのグラフから，【単体型】ポス
ターは1960年代初期に多く，素材の組み合わ
せを用いた【複合型】ポスターは1960年代半
ばから割合が圧倒的に大きくなっていくこと
がわかった。これは，タイスィクがコラー
ジュの技法を習得してから，10年の間に独自
の表現を深めていった結果であると言える。
分析 3《表現》
　「写真の加工」に分類されたポスター
（183点）を，表現が【抽象的】か【具象的】
に分類した。その結果，「写真の加工」の具
象的な表現は53枚，「写真の加工」の抽象的
な表現は129枚で，１対２の割合で「写真の
加工」のポスターは抽象的な表現が多い事が
わかった。さらに1960年代チェコスロヴァキ
アの映画ポスター全体において，抽象的な表
現（「写真の加工（抽象的）」，「半抽象」「抽
象」「版画」「コラージュ」「タイポグラ
フィ」の技法）と，具象的な表現（「写真の
加工（具象的）」，「写実」の技法）に分類し
た。その結果，抽象的な表現が全体の89％を
占め，具象的な表現が11％であった。
４．おわりに
　1960年代のチェコスロヴァキア映画ポス
ターのデザインを分析すると，その90％が抽
象的な表現であった。映画のポスターは特に
映画自体に内容が存在するので，これらが抽
象的な表現であれば，ポスターを見る側が創
造力を働かせる必要がある。1960年代は，そ
のようなポスターが街中に溢れていたようだ。
1960年代チェコスロヴァキアの映画ポスター
は，「伝達」という機能性が弱い分，作家の
個性や芸術性にポスターの完成度がゆだねら
れていた。残念ながら1989年以降は，チェコ
スロヴァキアにおいても他の資本主義国と同
じようなポスターが制作されるようになり，
1960年代に見られるような芸術的な作家性の
強いポスターは少なくなった。1960年代は，
チェコスロヴァキアのデザインを考察する上
で重要な時代であり，引き続き研究を進めた
い。
